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幼児の記憶における概念分類能力の機能
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従来, ,記憶の発達的研究といえば,年齢の増加を午伴な

う把持量や把持時間の変化を調べるといづた類のものが

多かっ、たが(Biihler, 1930),このような研究では記憶能

カの発達拳準を得ることはできても記憶発達の実相にせ
まることはできないように思える。本来,記憶能力の発

達は言語の発達や概念の発達など他の多くの機能の発達

と密接な関係を保ちつつ進行していくはずであるから,

これら諸機能との相互作用過程を明らかにすることなし

に記憶の発達機序を解明することは望むべくもないO

このような視点に立つ時,記憶の体F折ヒに関する一連

の発達的研究は,記憶の発達を体制化と・Y、ラ他の認知的

機能の発達との関連でとらえていこうとする試みとして

評価できる。

記憶の体制化に関する研究はBous丘eld (1953)によ

っ.て初めて見出された醇化の現象の解明を中心に進めら

れてきた。群化とは,、いくつかのカテゴリーに属する単

語をランダムな順序で提示しても再生の際には同一のカ

テゴリーに属する単語が連続して再生されるという現象

である。このように.,ランダムにインプットされた情報

がまと'まった順序でアウトプットされるということはそ

の背後に`なんらかの形で障報を体制化し構造化する過程

が存在することを意味するものである。この群化に関す

る研究は当初,大学生を被験者としてその成立機序を解

明しようという研究が多かったがXMori, 1975; Shuell,

1972),最近では発達的な観点からこの現象を究明して

いこうとする研究も数多く見られるようになってきた。

この種の研究はこれまlで,体制化と再生数との関係を

検討しようとするもの(Bous后eld, Steward & Cowan,

1964; Mandler & Stephen,1967; Vaughan, 1968),撹

示方法や記銘材租rOD種類をいろいろに変化して体制化の

発達機序を究明しようとするもの(Kobasigawa & Mi-

ddleton, 1972;Horowitz, 1969;森・宮崎, 1975),ラ
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べリングとの関係で体制化の過程を吟酷しようとするも

の(菊野1975; Kossuth, Carroll &.Rogers, 1971;

Rosner,, 1971)などを中心に進め・られている。

ところで,体制化が生じる基礎には当然,概念の発達

が存在するも・のと考えられるので,概念の発達との関係

で体制化の発達をとらえない破り,記憶発達において鹿

制化の果たす役割を正しく把握することはできないであ

ろ蝣~1

しかし,これまでに概念の発達との関係で体制化の寛

一達過程を吟味しようという研究はほとんどみられないo

そこで,本研究では概念の発達との関連で記憶の発達

過程を解明することにする。

実験I

筆者らは先の研究において,体制化の程度も再生語数

も年齢が逸むにつれて増加すること,さらに予備訓練を

行i'たり,同一のカテゴリーに属する語をまとめて提示

するブロック提示法を用いることによって,概念を利用

することを促せば体制化の程度や再生数を増大させるこ

とができることを示した(森・宮崎, 1975)。

このような結果は,たとえ概念が十分に発達していて

も,それを記憶を促進するための方略として有効に使え

ないことがあるということを示すものである。それ故,

概念の発達と記憶の発達との関係を解明しようとする際

には,概念を利用して記憶するように被験者を促す必要

があろう。そこで,本研究では概念分類課題を用い,分

類作業をしながら記憶するキいう事態で概念分酎巨力の

発達と記憶の発達との関係を検討することにするo I

,また,概念分酎巨力を問題にする場合,記盛材料とし

てどのような語が用いられるかということが重要な要因

となるであろう。たとえば,使用頻度の多い語と使用頻

度の少ない語とでは,同一のカテゴリーに属する語であ

っても概念分類の成績は異なるのではないだろうか。そ

こで,実験Iでは高頻度語と底頻度語を記銘材料とし

て,幼児における概念分酎巨力の発達と記憶の発達との
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関係を調べることにする。

方　法

(1)被験者　4才児(平均年齢4才2か月) 30名, 5才

児(平均年齢5才0か月) 30名, 6才児(平均年齢6才

2、か月) 30名,合計90名の幼稚園児を被験者として用い

た。各年齢の被験者は高頻度語群(15名),低頻度語群

(15名)の2群にランダムに分けられた。

(2)記銘材料　本実験で用いられた記銘材料は杉村・市

川(1975)の幼児の概念カテゴリー規準表の中から, 4

つ足動物,果物,野菜,楽器という4カテゴリーに属す

る項目を用いた。高頻度語のリストも低頻度語のリスト

ち_1カテゴリーにつき4語ずつ;合計16語から成ってい

た。更に,練習試行用として乗物と身につける物という

カテゴリーに属する8語から成るリストを用いた。本実

験で用いられた単語は次,の通りであった。高頻度語.リス

ト: (4つ足動物)ライオン,トラ,キリ　ン,ゾウ。

・・(果物)バナナ,リンゴ,イチゴ,ブドウ。 (野菜)キ

ャベツ,キュウリ,タマネギ,ニンジン。 (楽器)タイ

コ,スズ,カスタネット,タンパ,リンO低頻度語リス

ト:(4つ足動物)ウシ, T)ス,カンガルー,ヤギ。 (罪

物)サクランボ,ビワ,クリ,モモc (野菜)ダイコン,

ナス,サツマイモ,ネギ。 (楽器)フエ,ノ、こそニカ,

ギlタ-,バイオリン。練習試行で用いられた単語は次の

通りであった。 (乗物)フネ,トラック,サンリンシャ,

デン土'ヤO (身につける物)ズボン,クツ,クツシタ,

eSK
(3)手続　練習試行では訓練用の絵カードをランダムな

順序で-1カードにつき約3秒程度の速度で提示し,その

自由再生テストを行った。自由再生テストの制限時間は

30秒であった。練習試行の後,ただちに本実験を行っ

た。本実験では,まず, 「さ'ぁ,今からカード遊びをし

ましょう。これから何故かの絵カードを見せますので,

よく見ていて下さい。」という教示を与え;・被験者の前

にラシダムな順序で,絵カードの名前を言わせながらな

らべた。絵カードの名前を正しく言えない場合には実験

者が正しい名前を教えた。次に, 「さあ,いろんな絵カ

ードをよく見てごらんなさい。動物の仲間,果物の仲

間,野菜の仲間,楽器の仲間があるでしょう。絵カード

を仲間ごとにまとめながらできるだけたくさんおぼえて

下さい。あとで,どんな絵がでてきた.か言ってもらいま

すO　それでは,はじめましょう。」という教示を与え,

カテゴリーごとに分類しながら記銘する課題を課したb

このカテゴリー分類テスト終了後,ただちに自由再生テ

ストを行った。分類作業の制限時間は3分であり,自由

再生テストの制限時敵は1分であった。

結　果

練習試行での平均再生語数を比較してみると, 4才児

の高頻度語群では3.4語,低頻度語群では2.8語, 5才

児の高頻度語群では4.3語,低頻度語群では4.1語, 6

才児の高頻度語群では5.9語,低頻度語群では5.2譜でl

A　　5　　6　　　　　　　4　　5　　6

年　齢　　　　　　　　　　　年　齢

Fig. 1 4才児, 5才児　　Fig. 2　4才児, 5才児,

6才児の正分類概念数　　　　6才児のAR C得点

4　　5　　6

年　齢

FIG. 3　4才凪　5才児,

6才児の平均再生語数
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あった。 ・いずれの年齢段

階においても高頻度語群

と低頻度語群の間に有意

な差はみられなかった。

それ故,両群は等質であ

ノったとみなしてもさし?

がえないように思われ

る。

次に,カテゴリー分療

テスニトの成績の分析を行

った。正.しく分類できた

平均カテゴリー数が

Fig.iに示されている。

FIG.1にみられるよう

に,年齢卿皆が進むにつ

れで分類テストの成績が

よくなった(F-41.26,

df-2/84, p<0. 01)0

また, 5才児では高頻

度語群の方が低輝度語群
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よりも成績がよい傾向がみられたがdt-1.73, df-28,

0.05<p<0. 1),、 4才児および6才児では差がなかったo

Fig.2には,体制化の程度(ARC,阜djusted Ratio

of Clustering)が示されている。 ARC得点はRoenker,

Thompson & Brown (1971)らによる次の数式に従っ

て算出された。

ARC= r-E(R)

MaxR- E(R)

ただし, rは観測された反復数(同一のカテゴリーに属

する項目が茸鹿して再生される対数), MaxRは最大可

能な反復数, E(R)は偶然のレベルで期待される反復数

である。ゆえに,,この数式では完全に体制化が生じた場

合には1に,偶然のレベルでは0になるように定められ

ている　Fig.2にみられるように,年齢が進むにつれ

て体制化の程度は高くなった(F-18. 93, df-2/84,

/><0.01)。しかし,いずれの年齢段階においても高頻

度語群と低頻度語群の問に有意な差はみられなかった。

Fig. 3には,平均再生語数が示されている。 Fig. 3

にみられるように,年齢が進むにつれて再生語数が多く

なった(F-18.25, df-2/84, /><0.01)。また, 4才

児では高頻度語群の方が低頻度語群よりも再生数が多か

ったが0-2.60, df-28, p<0.05),.年齢が進むにつ

れてこの差が減少する傾向がみられた。

考　察

本研究の結果,カテゴリー分類能力が高くなるにつれ

て体制化の程度も高くなり,更に,これを反映して再生

語数も多くなることが明らかになった。この、ことは年齢

の増加に伴なって再生数が増加することcD背後には概念

分類能力の発達が介在しているということを示すもので

ある。とくに,本実験のようにカテゴTj-化された記銘

材料を用いた場合にはカテゴリーごとにまとめて記憶す

るかどうかということが再生数を増加させるうえで重要

な役割を果たすので,概念分類能力が発達しているかど

うかということが重要な要因となるであろう。

しかし, Belmont & Butter丘eld (1969)は多くの記

憶研究の論文を比較検討し, IQと忘却の速度にはそれ

ほど明瞭な関係がないと結論している。 Fagan (1969)

も正常児と精薄児とを比較し,精薄児.の方が正常児より

も再生語数は少ないが,体制化の程度では差がないこと

を見出している。このように,これらの研究では知能と

記憶の遂行との間には必ずしも密接な関係がないことを

示している。ここで問題にされている知能の中には本研

究でとりあげた概念分類能力も含まれていると考えられ

るので,彼らの研究結果は本研究の結果と矛盾するよう
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に思われる。このような矛盾が生じた理由の1つとして

記銘材料のちがいがあげられよう　Fagan (1969)の研

究ではアルファベットが記銘材料として用いられている

が,このような材料は概念分類することが困難である。

そのた.釧こ,このような材料を用いた場合には,記憶

の成績と概念分類能力との問には密接な関係はあらわれ

ないであろう。それ故,記憶能力の発達と概念分類能力

など他の認知機能の発達との関係を検討する場合には

記銘材料の選択に注意を払う必要があるように思われ

る。

次に, ,高頻度語群と低頻度語群の成績のちがいについ

て論じてみよう。正分類カテゴリー数を比較してみる

と, 5才児ではやや差があるものゐ4才児および6才児

では差がなかった。体制化の程度においても両群の問に

有意な差はみられなかった。ところが,再生数を比較し

てみると, 4才児では高頻度語群の方が低頻度語群より

も再生数が多く,年齢が進むにつれてこの差が消失して

いく傾向がみられた。

このように, 4才児において正分類カテゴリー数や体

制化の程度において差が生じないのに,再生語数では差

が生じるという結果から,再生語数の増減は分類能力や

体制化の程度によ、って一義的に規定されるのではなく,

何か他の要因が同時に関与しているのではないかと推論

できよう。考えられる要因の1つとして,検索の容易さ

や1;あげられるので埠なかろうかOつまり., 4才児では低

頻度語に対する熟知度が低いたため,たとえ概念分類が

でき,それを利用して記銘しても項目を検索することが

できないが,年齢が進むにつれて低頻度語に対しても検

索可能なませに熟知度が増加するのではないだろうかO

このような解釈が成り立つならば,本研究の結果は概念

分析などの認知機能が記銘時において果たす役割のみな

らず,検索の時点において果たす役割をも考慮にいれる

必要があるとpいうことを.示すものといえよう。

実験　Ⅱ

実験Iでは年齢発達に伴なう記憶能力の発達の背後に

は概念の発達が介在していることが明らかとなった-Oそ

れでは概念ゐ発達がどのようにして記憶の成績を促進す

るのであろうか。まず最初に,解明すべき問題は概念を

利用できるようになることが記銘の段階において促進効

果をもつのかそれとも検索の時点において促進効果をも

っのかという問題である。つまり,概念が発達すること

によって記憶の成績が促進されるのは記銘材料を体制化

して記銘することが可能となり,強固な記憶痕跡が形成

されることによるのか,それとも検索の時点において概
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念を手がかりとして利用できるので効率まく検索が進め

られることによるのであろうかム

この点を解明するために,実験Ⅱでは記銘時をと分類作

業を行う条件と分類作廉を行わない条件とを設け,更に

検索時に検索手がかりを与える条件と与えない条件とを

設けた。も.し,概念が記銘の時点において有効に働く,な

らば,分類作業を課し,記銘の時点において概念を利用

することを促すことによって再生語数が増加す苛であろ

う。これに対して概念が検索の時点において有効に働く

のならば,概念を検索手がかりとして与え,検索の時点

において概念を利用することを促すことによって再生数

は増加するであろう。

方　法

(1)被験者　4才児(平均年齢4才3か月) 60名, 5才

児、(平均年齢5才2か月) 60名, 6才児(平均年齢6才

3か月) 60名,合計180名の幼稚園児を被験者として用
い.J--

(2碍己銘材料　実験Iで用いた高頻度語り云トと同じも

のを用いた。

(3)実験計画　2×2×3の要因計画を用いた。第1の要

如ま分類作業の有無,第2の要因は検索手がかりの有

無,第3の要因は年齢であった。いずれの変数も被験者

間変数とした。

'(4停続　各年齢段階の被験者は15名ずつ4群に分けら

れた。分類作業のある条件では16枚の絵カードを被験者

の前にランダムな順序で並べ,それをカテゴリ-ごとに

分類しながら記憶する課題を課した。この条件における

実験手続は実験Iと同様であった。こ?後,ただちに自

由再生テストを行った。分類作業のない条件では16枚の

絵カードを被験者の前にラ.ンダムな順序で並べ,それを

記憶する課題を課し,、その後,.自由再生テストを行っ

た。いずれの条件においても寵銘時間は3分間で,自由

再生テストの制限時間は1分間であった。

検索手がかりのある条件では自由再生テストの際に各

カテゴリー名が与えられ,それを手がかりとして再生す.

予ように求められた。これに対して,検索手がかりのな

い条件ではこのような手が.かりは与えられなかった。

table i　練習試行における各群の平均再生語数

本実験に先だって,実験事態に慣れさせることと,秤

の等質性を調べる目的で練習試行を行った。練習用の絵

カードをランダムな順序で1カードにつき約3秒程度の

速度で提示し,その自由再生テストを行った。自由再生

テ`ストの制限時間は30秒であった。.練習試行で用いられ

たリストは身につけるものと乗物というカテゴリ-に属

す.る8語の単語からなっていた。

結　果

練習試行での平均再生語数を比較してみるとTable

lにみられるように,いずれの年齢段階においても群間

に有意な差はみられなかった。それ故,各群は等質であ

ったとみなしてもさしつかえないであろう。

・次に,再生語数の分析を行った。各群の平均再生語数

・がFig.4に示されてレ＼る。 Fig.4をみると,年齢が進

むにつれて再生語数が多くなり,いずれ?年齢に串いて

も検索手がかりのある条件の方が検索手がかりのない条

件よりも再生語数が多いことがわかる。分散分析?鰭

果, ′年齢と検索手がかりの主効果が有意であった(F-

21.06, df-2/168, p<fi.01; F-40.20,. *f/-l/168,

/.<0.01)。また,分類作業と検索手がかりとの交互作用

も有意であっ養(F-5.95, df-1/168, p<0.01)0

Fig. 5には,各群の体制化の程度が示されている。.

Fig. 5にみられるように,年齢が進むにつれて体制化の

程度は高くなり,∴検索手がかりのある条件の方が麟索手

がか.りのない条件よりも体制化の程度は高くなった。分

散分析の結果,年齢の主効果,検索手がかりの主効果お

よび両者の交互作用がいずれも有意であった(F-13.

33, df-2/168, p<0.01; F-115.33, df-1/168,

*<0.01 ; F-6.83, df-2/168, /><0.01)。

考　察

実験Ⅱでは,疲素手がかりを与えることにより,再生

語数は増加したが,分類作業を行うことによって再生語

数は増加しなかった。このことから, ′検索の時点におい

て概念の利用を促した場合にのみ顕著な再生の促進効果

があらわれているということがわかる。検索手がかりを

与えることによって再生語数が増加したというScribner

& Cole (1972)やJablonski (1972)らの研究も本研究

の結果と一致しているO　しかし,本研究の結果から,た

だちに畠銘の時点で概念の利用を促すことは再生を促進

する効果を持たないと結論することはできないように思

われるOなぜなら,体制化の程度が分類作業をす畢場合

と分類作業をしない場合とで差がなかったからである。

このことは,分類作業を課すことt.こよって記銘の際に概

念を利用することを強いなくても被験者は自らそれを利
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用しているということを示すものであろうO　それ故,記

銘の痛点で概念を利用することの効果を調べるためには

記銘の時点で概念の利用される程度が異なるような条件

を設定する必要があるやあろう。また,分類作業と検索

手がかりとの交互作用が有意であったということにも注

意すべきである。つまり,分類作業を課した場合の方が

分類作業を課さない場合よりも顕著に検索手がかりの効

果があらわれたわけである。このことは,手がかりを与

えることが効果をもつためには記銘の時点において概念

が利用されている必要があるということを示すものであ

る。このような結果は, Tulving & Pearlstone (1966)

やTulving & Osier (1968)らによる大学生を被験者

とした研究によって確かめられているが,本研究では幼

児においても同様の結果が得られることが示された。

さらに,この交互作用が年齢の増加に伴なってよ・り顕
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著になってくる傾向がみられたことも興

味深い。このことは,年齢が進むにつれ

て分類作業をすることによって概念を利

用し体制化して記銘することができるよ

うになってくると同時に,概念を検索の

手がかりとして利用する能力も発達して

くることを示しているのではないだろう

か。また,体制化の程度においても年齢

と手がかりの交互作用がみられた。つま

り,ー年齢が進むにつれて手がかりを与え

られた場合,体制化の程度が高められる

割合が増加したわけである。この、こと

は,年齢が進むにつれて与えられた検索

手がかりを利用して効率よく検索するこ

とができるようになることを示してい

る。

以上の、ようなことから,年齢発達に伴

なう記憶能力の発達の背後には,概念や

検索手がかりを記憶を促進する手段とし

て利用する能力の発達が介在していると

結論できよう。

要　約

実験Iでは記憶能力と概念分類能力と

の関係が検討されたO被曝者は4才児,メ

5才児, 6才児,各30名であった。各年

齢段階の被験者は15名ずつ,高頻度語席

と低頻度語群に分けられた。被験者は絵

カ⊥ドを分類しながら記銘する課題が課

せられた。記銘材料は16語からなってお

り, 4語ずづ40のカテゴリーに属していた。高頻度語

群は高頻度語からなる記銘材料を,低頻度語群は低頻度

語からなる記銘材料を記銘した。そわ結果,年齢発達に

伴なって,正分類カテゴリー数が増加し,それを反映し

て再生語数も増加することが明らかになった。このよう

な結果から,記憶の発達と概念の発達との間には密接な

関係があるという考察がなされた。

実験Ⅱでは概念を利用することは記銘の段階で促進効

果をもつのか,検索の琵階で促進効廉をもつのかという

問題が検討された。

2×2㌻3の要因計画が用いられ,分類作業の有無,秩

索手が示りの有無,年齢のいずれも被験者問変,数とし

た。その結果,検索手がかりを与えることは,いずれの

年齢段掛こおいても再生を促進するが,分類作業を行う

ことは促進効果を持たないことが明らかになった。この

- 15　-
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ことから,概念を利用することは記銘の暗幕よりも検索

の時点において顕著な促進効果をもつという解釈がなさ

れた。しかし,分類作業と検索手がかりとの交互作用が

みられたことから,概念を利用することは記鈴の時点に

おいてもなんらかの促進効果をもつということが示唆さ

mm
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ABSTRACT

THE FUNCTION OE CONCEPTUAL SORTING IN MEMORY

OF EARLY CHILD虫EN

I.V

Toshiaki Mori, Masaaki Miyazaki, and Hidetoshi Kaku

The relationship between the ability to sort

words into categories and to memorize these words

was investigated in Experiment 1. The Ss were 90

kindergarten children- divided into 3 groups with

mean CAs of 4;2,5; 0,and 6; 2.Each of these age

groups was further divided into subgroups of 15 Ss

each, a high frequency group and a low frequency

group. The Ss were instructed to sort pictures into

categories, and memorize these pictures. Two di珪erent

lists of 16 words each were used. Both lists consisted

of 4 words. from、 each of 4　conceptual categories,

namely, vegetable, fruit, 、 clothing, ′and vehicle. One

of the lists -consisted of frequent category members

and the other of infrequent category members. The

results indicated that the numher of cate等ones cor-

rectly sorted and the number of words recalled

increased in pチrallel as a function of age. These

results were interpreted as showing that the develop-

ment in memory is closely related to、the develop一

ment in concept.
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The purpose of Experiment 2 was to investigate

whether the utilization o王concept facilitates the sto-

rage process 、or the retrieval process of memory.

The basic designwas a 2 × 2 × 3 factorial with three

between-subject variables. These included sorting

task (presence or absence of the sorting task), re-

trieyal.ーcues (presence or absence of the retrieval

cues), and age. The Ss were 180 kindergarten child-

ren similarly divided into 3 age groups with mean

CAs of、4; 3, 5; 2, and 6; 3. The lists werethe same

as used蝣in high frequency condition in Experi-

ment 1. The results indicated that retrieval cues mar-

kedly facilitated recall in all age levels, although the

main effect of sorting tabk was not obtained. The白e

results were interpreted as indicating that the utiliza-

tion of concept aids the retri声val process rather than

the storage process of memory. Furthermore, it was

noticed that the utilization of concept also helps the

storage process since the sorting task x retrieval cue

interaction was obtained.
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